ロジェ . マル タン • デュガ —ル の長篇 小説 「チ ボ— 

家の人々」 は 太平洋戦争が はじまる 前に、 その 第七卷 

までが 訳された。 山 内義雄 氏の 翻訳で、 どつ さりの 人 

に 愛読され ていた もので あつたが、 ドイツの ナチズム 

とィ タリ— の ファシズムの 真似 一 点ば りだつた 当時の 

日本の 政府 は、 敵性の 文学で あると いう 理由で、 それ 

から 益々 興味 ふかくなる 第 八 巻から あとの 出版 を させ 

なかった。 

「灰色の ノ— ト」 から はじまる この 長篇 小説の 主人公 

は ジャック という 少年で ある。 「灰色の ノ— ト」 では、 

宗教学 校の 偽善 的な 教育に あき 足りない 激しい 性質の 



め、 ヘッセの 傑作 も 「轍の 下」 「青春 彷徨」 など は 直接 

青年の 自己 確立の 過程、 人間の 目 ざめ の 若々 しく ゆた 

かな 苦悩 を 描いて いる。 ロマン • 口 ー ランの r ジ ヤン. 

クリストフ」 もそう いう 文学と して 世界に あまり 類の 

ない 作品で ある。 ルナ— ルの 「にんじん」 の 主人公 は 

少年で ある けれども、 どうして あの 小説が 既成の 社会 

通念 —— 大人の 世界の ものの 考え かたの 俗悪な 形式 主 

義 への 抗議で ない といえ よう。 

デュガ —ルの 「チボ —家の人々」 が、 一九 三 〇 年代 

より 四 〇 年代の 若い 人々 にと つて、 特に 意味 を もって 

いる わけ は、 この 長篇 小説の 作者が、 主人公 ジャック 



こまれた。 専門学校 では 文科 系統の 学徒が 容 しゃな く 

前線へ 送り出され、 理科 系統の もの だけが 戦力 準備 者 

としての こされた。 何年 間 も 否定され つづけて 来た 若 

き 生の、 肯定と 回復の 一 つの 気の 如く、 不安な つつみ 

どころ のない 表現と して、 自然と 自意識の 問題 を 語る 

とき 大多数の 人 は 十九 世紀より 現世 代に y J の 人間 課題 

がどう 進展して 来て いるか さえ 見お とした。 こういう 

人間 問題に ついて 特に 敏感な 文科 系統の 若い 人々 が、 

少年 期と 青年期の 境に 戦争に さらされ たという ことに 

さらに 大きい 混乱の 動機が かくされて もいた。 自我と 

自意識の 課題 は、 自我と 社会的 現実との あると おりの 



も あるよう に老 先輩が 上機嫌で 云って いた。 大変 丁寧 

な、 身分の ちがい を あらわした 言葉で 対 手 をして いる 

幾人 もの 学生のう ち、 一 人と して、 その 態度に 抗議 を 

していなかった。 それ は 現代の 日本の 若い 精神のお ど 

ろくべき 一 つの 表情ではないだろう か。 

アルバイト をと おして 学生 は 勤労者 化し つ つ ある。 

アルバイト をと おして、 学生の 小市民 性 は 危機に さら 

されても いる。 ここに- J そ 具体的な 自我と 自意識 の 発 

展と 崩壊の テストが ある。 もし、 そんな 年より 相手に 

議論しても 大人気な いと 判断した のなら、 それだけの 

価値し かもって いない 対 手と 話す らしい あたりまえの 
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